
  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市が管理する全ての道路の大型案内標識等を対象とします。 

対象の門型支柱や片持式（F 型・逆 L 型）、添架型の標識および情報提供装置等とし、707 基（情報提

供装置 28 基、駐車場案内標識 11 基含む）について、これらを維持管理計画の対象とし重点的かつ計画的

に管理していくこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

＜門型＞ ＜片持式（Ｆ型）＞ ＜片持式（逆Ｌ型）＞ ＜添架型＞ 

１ 背景と目的 

２ 対象施設 

本市では、公共施設等の老朽化に対応するため、「千葉市公共施設等総合管理計画（平成 27 年 5 月）」を策定しており、取り組みの推進にあたって、施設ごとの具体な対応方針を定める計画として、「個別施設計

画」を順次策定することとしております。道路においては、個別施設計画の策定にあたり、「千葉市道路施設戦略的維持管理方針（平成 27 年 11 月）」）を策定し、「道路交通の安全性・信頼性を将来にわたり確保し、

良好な道路施設を次世代に継承する」という目指すべき方向性を決め、数ある道路施設を効率的かつ効果的に維持管理を行っていくことを定めました。 

このような状況を踏まえ、橋梁やトンネル等の主要構造物に実施してきた予防保全型の維持管理方法を道路附属物にも取り入れ、道路大型案内標識等の維持管理における将来の膨大な修繕費の平準化、縮減を図るとと

もに、計画的な修繕を実施することを目的に維持管理計画を策定します。 

     令和２年３月 

大型案内標識等(基) 情報提供装置(基) 駐車場案内標識(基) 合計(基)
門型 31 2 0 33
片持式（Ｆ型） 580 7 11 598
片持式（逆Ｌ型） 46 18 0 64
添架型 10 0 0 10
テーパーポール 1 0 0 1
路側式 0 1 0 1

計(基) 668 28 11 707

修繕は、健全度の判定結果に基づき施設の機能や耐久性等を回復させることを目的に実施します。 

修繕の優先度評価は、下表の組み合わせにより設定します。 

なお、計画更新型の一部の健全度「Ⅰ」および健全度「Ⅱ」の施設については、この優先度評価の対象か

らは除外します。 

 

３ 計画期間 

2020 年を初年度とし、今後 30 年間（2020 年～2049 年）を計画期間とします。 

また、継続性と精度を高めるために、5 年に一度を目途に、計画を更新していくこととします。 

４ 修繕の優先順位の考え方 

過年度に実施した点検結果は次のとお

りです。 

・門型の判定結果は、健全度「Ⅰ」およ

び「Ⅱ」が全体の 97％と概ね健全であ

り、早期に措置を講ずべき状態の健全度

「Ⅲ」が 3％確認されました。 

・門型以外の施設の判定結果は、健全度

「Ⅰ」および「Ⅱ」が全体の 99％と概

ね健全であり、早期に措置を講ずべき状

態の健全度「Ⅲ」が約 1％確認されまし

た。 

5 道路大型案内標識等の状態 

千葉市道路大型標識等維持管理計画 

道路大型案内標識等の対象施設の割合 

本計画対象施設 

＜健全度「Ⅲ」の例＞ 

門型以外判定結果 

門型判定結果 

I,501基, 

74.3%

II,167基, 24.8%

III,6基, 0.9% 判定区分の考え方 

I,15基, 

45.5%

II,17基, 

51.5%

III,1基, 

3.0%



 

 

 

 

 

 

 

 

（１）維持管理方法 

門型、F 型、逆 L 型の施設は、定期点検の結果等から、予防保全的な修繕により長寿命化していく「長寿

命化型」とします。 

一方、添架型や路側式は、安全性と経済性の観点から長寿命化せず、計画的に更新を行う「計画更新型」

とします。 

 

 

 

（２）点検方法 

点検は施設の最新の状態を把握するとともに、次回の点検までに必要な措置等の判断を行う上で必要な情

報を得るために行うもので、一定の期間ごとに定められた方法で点検を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）管理水準 

・健全度が「Ⅰ」、「Ⅱ」と判定された長寿命化型の施設は、予防保全的な修繕により施設の長寿命化を行い

ます。 

・計画更新型の施設では、第三者被害につながる可能性のある不具合が確認された場合は、更新又は修繕を検

討します。 

・健全度「Ⅲ」と判定された施設は、優先度にしたがって、点検後概ね 5 年以内に修繕を行います。 

・健全度「Ⅳ」と判定された施設は、倒壊や落下の危険性が高いため、速やかに修繕を行います（R2.3 時点で

対象なし）。 

本計画により、従来の事後保全型の維持管理（約 45 億円）と予防保全型（長寿命化型および計画更新

型）の維持管理（約１8 億円）を比較すると、今後 30 年間でおよそ約 27 億円（全体の約６割）のコス

ト縮減が見込まれます。 

なお、点検結果を踏まえ、5 年に一度を目途に計画を更新していきます。 

 

6 計画による効果と対策費用 
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予防保全型の維持管理費の試算結果 

約 0.6 億円 

約 0.3 億円 

約 18 億円 
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事後保全型と予防保全型の試算総額の比較 

コスト縮減額 

約 27 億円 

約 45 億円 

約 18 億円 

約 60％減 

5 道路案内標識等の維持管理方法 （４）対策内容と時期 

・建設年度を起点とする劣化サイクルに応じ、修繕や更新を実施します。 

・施設は、複数の部材で構成されていることから、支柱・梁・板などの部材ごとに修繕や更新を行います。 

・中長期推計では、現時点で発生している不具合のほとんどが支柱、横梁の腐食、防食機能の劣化である

ことから、塗装塗替を標準で適用します。 

また、最大の弱点部となる路面境界部は、予防保全の観点から、支柱根巻処理をします。 

・計画的な修繕を行い、耐用年数を 45 年から 65 年へ延命化を目指します。 

 


